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第
十
回
紫
式
部
市
民
文
化
賞

の
作
品
募
集
を
開
始
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
力
作
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

健
康
生
き
が
い
課
生
き
が
い

振
興
係
に
高
齢
福
祉
医
療
課
高

齢
者
サ
ー
ビ
ス
係
の
事
業
の
一

部
と
高
齢
社
会
対
策
調
整
業
務

を
移
管
。
ま
た
、
高
齢
福
祉
医

療
課
に
あ
っ
た
医
療
係
を
健
康

生
き
が
い
課
に
移
設
し
ま
す
。

介
護
保
険
課
に
は
、｢

給
付

係｣

と｢

保
険
料
係｣

を
新
設

し
ま
す
。
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���～４月15日�
｢2000年 ベルトを締めて

今日も安全｣
���������内線2259)
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①
原
稿
作
品
、
雑
誌(

と
じ
る

か
製
本
さ
れ
た
も
の)

か
単
行

本
と
し
て
印
刷
さ
れ
た
も
の

②
原
稿
作
品
は
原
則
と
し
て
４

０
０
字
詰
め
の
原
稿
用
紙(

Ａ

４)

に
記
入
し
た
も
の
。
ワ
ー

プ
ロ
原
稿
は
Ａ
４
の
用
紙
に
読

み
や
す
く
印
字
し
た
も
の
。
縦

書
き
・
横
書
き
い
ず
れ
も
可

�

�
	


�

�

①
応
募
の
時
点
で
、
市
内
に
在

住
・
在
勤
・
在
学
し
て
い
る
人

か
市
内
を
拠
点
に
活
動
し
て
い

る
グ
ル
ー
プ

②
性
別
、
自
薦
・
他
薦
の
別
は

問
い
ま
せ
ん

�

�
	
�
�

�

①
作
品
は
文
化
自
治
振
興
課
あ

て
に
郵
送
す
る
か
直
接
持
参
し

て
く
だ
さ
い

②
原
稿
作
品
は｢

題
名
・
ジ
ャ

ン
ル
・
氏
名(

ふ
り
が
な
、
ペ

ン
ネ
ー
ム
の
場
合
は
本
名
も)

・
住
所
・
電
話
番
号
・
生
年
月

日
・
性
別
・
勤
務
先(

通
学
先)

・
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
に

換
算
し
た
場
合
の
枚
数｣

を
書

い
た
表
紙
を
添
付
し
、
ひ
も
で

と
じ
て
、
通
し
番
号
を
付
け
て

く
だ
さ
い

③
雑
誌
・
単
行
本
は
別
紙
に
②

の
項
目
を
書
き
添
え
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
雑
誌
な
ど
の
場
合
は

応
募
作
品
の
箇
所
に
見
出
し
紙

を
は
っ
て
く
だ
さ
い

④
他
薦
に
よ
る
応
募
は
、
推
薦

者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

⑤
応
募
作
品
は
一
人(

１
グ
ル
ー

プ)
１
点
に
限
り
ま
す

�

�
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�
５
月
31
日�(
当
日
消
印
有

効)

ま
で

�

�
�
�
�
�
�

�
◎
紫
式
部
市
民
文
化
賞
…
２
点

以
内
。
正
賞

(

ブ
ロ
ン
ズ
像)

と
副
賞
30
万
円

◎
選
考
委
員
特
別
賞
…
２
点
以

内
。
副
賞
５
万
円
の
み

�
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文
化
自
治
振
興
課(

〒
６
１

１－

８
５
０
１�
内
線
２
２

２
３)

。

原
則
と
し
て
、
四
年
間
で
文

学
歴
史
・
健
康
管
理
・
政
治
経

済
・
社
会
福
祉
の
四
コ
ー
ス
を

学
習
し
ま
す
。

◆
と
き
…
５
月
〜
13
年
３
月
に

12
回
、
午
前
９
時
半
〜
正
午

◆
定
員
…
各
コ
ー
ス
先
着
90
人

◆
申
し
込
み
…
来
館
か
、
は
が

き
に
住
所
・
氏
名(

ふ
り
が
な)

・
生
年
月
日
・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号
・
１
年
目
の
希
望
コ

ー
ス

(

必
ず
第
４
希
望
ま
で)

を
書
き
４
月
３
日�
〜
11
日�

(

消
印
有
効)

に
中
央
公
民
館

｢

宇
治
鳳
凰
大
学｣

へ
。

�四
年
間
コ
ー
ス
】

宇
治
鳳
凰
ほ
う
お
う

大
学

中
央
公
民
館(

折
居
台
一
丁

目
１�
20
・
１
４
１
１) �一

年
間
コ
ー
ス
】

宇
治
鳳
凰
学
級

宇
治
公
民
館(

宇
治
里
尻
71

の
９�
21
・
２
８
０
４)

木
幡
許こ

乃の

国く
に

教
室

木
幡
公
民
館(

木
幡
内
畑
34

の
７�
32
・
８
２
９
０)

小
倉
高
齢
者
教
室

小
倉
公
民
館(

小
倉
町
寺
内

91�
22
・
４
６
８
７)

広
野
高
齢
者
教
室

広
野
公
民
館(

広
野
町
寺
山

17
の
403�
41
・
７
４
５
０)

四
館
と
も
一
年
間
で
文
学
・

歴
史
・
哲
学
・
健
康
・
福
祉
・

国
際
理
解
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
を
総
合
的
に
学
び
ま
す
。

◆
と
き
…
５
月
〜
13
年
３
月
に

10
回
、
午
前
９
時
半
〜
正
午

◆
定
員
…
宇
治
・
木
幡
・
広
野

＝
各
１
５
０
人
、
小
倉
＝
１
２

０
人

◆
申
し
込
み
…
来
館
か
、
は
が

き
に
住
所
・
氏
名(

ふ
り
が
な)

・
生
年
月
日
・
年
齢
・
電
話
番

号
・｢

高
齢
者
教
室
希
望｣

と

書
き
、
４
月
３
日�
〜
11
日�

(

消
印
有
効)

に
希
望
す
る
公

民
館
へ
。

各
公
民
館
で
は
、
六
十
五
歳

以
上
の
市
民
で
、
継
続
し
て
受

講
で
き
る
人
を
対
象
に
高
齢
者

教
室
を
開
き
ま
す
。
生
き
が
い

を
持
っ
て
老
後
を
過
ご
す
た
め
、

あ
な
た
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
た
だ
し
、
複
数
館
で

の
重
複
受
講
は
で
き
ま
せ
ん
。

介
護
保
険
制
度
の
開
始
に
よ

り
、
現
行
の
高
齢
福
祉
医
療
課

を｢

介
護
保
険
課｣

に
変
更
し
、

健
康
生
き
が
い
課
と
の
再
編
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

す
る
と
と
も
に
、
管
財
係
と
庁

舎
管
理
係
を
統
合
し
、｢

管
財

係｣

と
し
ま
す
。
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市
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
と
効
率
的
な
行
政
運
営
を

目
指
し
、
四
月
一
日
付
け
で
、

組
織
機
構
の
改
革
と
人
事
異
動

を
実
施
し
ま
す
。
組
織
変
更
の

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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抹茶席(野点)・花見茶そば席・宇治川春の市・炭山陶器まつりなど
楽しい企画がいっぱい｡ 皆さんそろってお越しください｡

問□宇治市観光協会 (�23-3334)���������������������������������������������������� �����������������������������������������������
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４月11日�～５月７日�

植物公園 (�45�0099)
＜

内
容＞

�
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り
…
４

月
22
日�
・
23
日�
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ(

草
木
染
め
・
寄
せ

植
え)

、
物
品
販
売
な
ど

�
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ラ
ワ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
…
４
月
23
日��ハンギングバスケ

ッ
ト
コ

植
物
公
園
で
は
四
月
十
一
日�
か
ら
五
月
七
日�

ま
で
、｢

ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
０｣

を
開

催
し
ま
す
。
春
ま
っ
さ
か
り
の
花
た
ち
が
皆
さ
ん
を

お
迎
え
し
ま
す
。
ま
た
、
先
着
一
万
人
に
ケ
ナ
フ
の

種
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

人
気
投
票
と
審
査
員
に
よ
る
審

査
点
数
で
、
受
賞
者
を
決
定
し

ま
す
。
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し

た
い
人
は
四
月
二
十
日�
ま
で

に
申
し
込
み
を
。
優
秀
作
品
に

は
市
長
賞
な
ど
の
賞
が
贈
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
出
展
者
全
員
に

参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。

植
物
公
園
で
は
、
花
や
緑
を

育
て
る
楽
し
さ
を
知
っ
て
い
た

だ
こ
う
と
四
月
二
十
九
日(

雨

天
の
場
合
は
三
十
日)

に｢

花

と
緑
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト｣

を
開
催
。
そ
の
出
店
者
を
募
集

し
ま
す
。
販
売
で
き
る
の
は
出

店
者
自
身
が
育
て
た
草
花
や
野

菜
の
苗
、
鉢
植
え
樹
木
、
手
づ

く
り
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
用
品
で

す
。
販
売
の
数
量
は
一
店
に
つ

き
二
十
点
か
ら
百
点
。
出
店
を

希
望
す
る
人
は
四
月
二
日�
か

ら
二
十
三
日�
ま
で
に
申
し
込

み
を
。
定
員
は
先
着
三
十
人
で

す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

ン
テ
ス
ト
展
…
４
月
25
日�
〜

５
月
14
日��花と緑の

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
…
４
月
29
日�(

雨
天
の
場

合
は
30
日�)

。
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ(

ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ

ト
・
寄
せ
植
え)

、
物
品
販
売

な
ど

�
子
供
の
日
ワ
ク
ワ
ク
イ
ベ
ン

ト
…
５
月
４
日�
・
５
日�
。

模
型
の
汽
車
走
行
実
演
、
笹
船

レ
ー
ス
、
子
供
園
芸
教
室
、
竹

と
ん
ぼ
、
草
花
遊
び
な
ど

入
園
料
は
大
人
五
百
円
、
小

・
中
学
生
二
百
五
十
円
。
月
曜

日
は
休
園
で
す
。

�
�
�
�
�
 
!
�
�
�

"
�
#
!
�
$
%
�
�

園
内
に
展
示
し
、
来
園
者
の

����

５
月
31
日�
ま
で

文
化
賞
民
市

���
���

���
���
���

���

本
日
、
Ｊ
Ｒ
黄
檗
駅
前
に
第

二
駐
輪
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
市
で
は
、
こ
の
駐
輪
場
の

開
設
に
伴
い
、
図
の
と
お
り
駅

周
辺
の
自
転
車
放
置
禁
止
区
域

を
拡
大
し
、
新
た
に
東
宇
治
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
付
近
や

平
野
南
・
北
児
童
遊
園
付
近
等

を
禁
止
区
域
に
指
定
し
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
自
転
車
放
置
禁

止
区
域
内
に
放
置
さ
れ
た
自
転

車
は
保
管
所
に
移
動
し
ま
す
。

放
置
自
転
車
の
な
い
快
適
な
ま

ち
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問□
交
通
対
策
課(�
内
線
２

２
５
９)

。
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�����������

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
古
紙
配
合
率
100
％
の
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
―
―
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

管
財
契
約
課
を

｢

管
財
課｣

と｢

契
約
課｣

の
二
課
に
分
割

�
	


�

住
宅
課
の
管
理
係
と
計
画
係

を
統
合
し
、｢

住
宅
係｣

と
し

ま
す
。

ＪＲ黄檗・京阪黄檗駅周辺自転車放置禁止区域

黄
檗
山
萬
福
寺

京
阪
黄
檗
駅

太
平
湯

陸
上
自
衛
隊
関
西
補
給
処

東宇治コミュニティセンター

宇治小学校

JA東宇治支店
京都銀行

京都高等工芸学校

JR黄檗駅前第2自転車駐輪場

JR黄檗駅前自転車駐輪場

公園
現行禁止区域
追加区域

東宇治幼稚園

東宇治中学校

Ｊ
Ｒ
黄
檗
駅

成駒湯

公園

�

�
�
�
�
�
�
�

�

小
説
・
戯
曲
・
評
論
・
随
筆

・
紀
行
・
童
話
・
詩
及
び
歌
句

(

20
程
度
必
要)

な
ど
の
文
学

作
品
か
文
学
・
歴
史
・
民
俗
な

ど
の
研
究
作
品

�

�
�
�
�
 

�

新
作
か
11
年
４
月
１
日
か
ら

12
年
３
月
31
日
ま
で
に
刊
行
さ

れ
た
日
本
語
作
品

募
集
要
項
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固定資産税は､ 毎年1月1日現在 (賦課期日) で､ 土

地・家屋・償却資産を所有されている人に､ その評価額
(資産価値) に応じて納めていただく市税です｡ その評
価額は3年ごとに見直され､ 本年度は評価替えの年度に
あたります｡
今回の評価替えと評価替えに伴う税制改正のあらまし
をお知らせします｡

� � �
���������������

平成12年度の評価替えは､ 公的土地評価相互の均衡と
適正化を図るため､ 地価公示価格等の7割をめどに評価
します｡ 平成12年度の税制改正において､ 負担水準�の
低い土地については､ 負担水準の割合に応じて緩やかに
本来の負担に近付け､ 負担水準の高い土地は税負担を抑
制しつつ､ 地域間格差・各筆間格差をなくしていくこと
を基本とした負担水準の均衡化を促進する措置が平成９
年度評価替えに引き続き行われます｡
(※) 負担水準とは､ 新評価額に対する前年度課税標準額の割合を意味します｡
����� !"#$����%&'()*#

固定資産税の額は､ 平成6年度の評価替えにおいて､
地価公示価格の7割をめどとする評価とされたことに伴
う税負担の急激な増加を緩和するための特例措置により､
なだらかに本来の税負担に引き上げる経過措置が行われ
ています｡
多くの土地の評価額は下落傾向にありますが､ ほとん
どの土地は本来の課税標準額に引き上げる経過措置に該
当するため､ 負担水準の区分に応じた負担調整率による
負担増をお願いしています｡
+,-.

具体的には､ 商業地等 (非住宅用地) の宅地と住宅用
地については次のような税負担になります｡
/01�234567�8�6���9: ;<=

負担水準が75％ (14年度は70％) を超える土地につい
ては､ 負担水準を75％ (14年度は70％) とした場合の税
額まで引き下げ､ 60％以上75％ (14年度は70％) 以下の
土地については､ 一律に据え置きとなります｡ 60％未満
の土地については､ 負担水準に応じ､ [表1]に掲げる負
担調整率を乗じて得た額 (前年度課税標準額×負担調整
率×税率1.4%) を限度とする､ なだらかな負担調整措置
が行われます｡
>?@A 9:BC++DD..E3F��G�HC%I��%8J�KK

>L@A

/567���9: ;<=

負担水準が本則課税の80％(※)以上の土地については､
一律に据え置きとなります｡ 80％未満の土地については､
負担水準に応じ[表2]に掲げる負担調整率を乗じて得た
額 (前年度課税標準額×負担調整率×税率1.4%) を限度とするなだらかな負担
調整措置が行われます｡
M� ｢本則課税｣ とは､ 評価額 (固定資産課税台帳に登録された課税標準となるべ

き価格) に基づく課税を意味し､ 住宅用地については ｢住宅用地に係る課税標準の

特例措置｣ により､ 住宅用地のうち1戸当たり200㎡までの小規模住宅用地について

は評価の1/6(16.7%)､ 200㎡を超えるその他の住宅用地については評価額の1/3(33.3

%) となります｡

M� ｢本則課税の80％｣ とは､ ｢住宅用地に係る課税標準の特例措置｣ により､ 評価

額に対し小規模住宅用地については1/6×0.8×100＝13.3％を､ その他の住宅用地に

ついては1/3×0.8×100＝26.7％を意味します｡ 負担水準がこの割合に達するまでは､

それに応じた負担調整率によって税負担が毎年増えていきます｡

>?NA 9:BC33OO88E>F��G�HC%I��%
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このように負担水準を考慮した課税となりますが､ 負
担調整の対象になり､ 税負担の増える土地であっても､
次の2つの要件をいずれも満たす場合は､ 税額が据え置
かれます｡
①その土地の負担水準が､ 商業地等 (非住宅用地) は
45％以上､ 小規模住宅用地は55％以上､ 一般住宅用地
は50％以上であること｡
②その土地の平成9年度の評価額に対する新評価額の
下落率が全国平均 (マイナス12％) 以上であること｡
価格下落率(％)＝[(平成９年度評価額-新評価額)/平成９年度評価額]×100

����V̂ �_��`��a�b�

固定資産の評価は基準年度 (12年度が該当) の価格を
３年間据え置くことになっていますが､ 平成13・14年度
においてさらに地価に関する諸指標から下落傾向が見ら
れる場合には､ 簡易な方法により価格に修正を加えるこ
とがあります｡

� c d
家屋の評価替えは再建築価格方式という評価方法で実
施します｡ これは現在ある家屋と全く同じものを評価替
えの年の1月1日時点に新築した場合に必要とされる建築
費を求め､ その価格に家屋の経過年数による減点補正
率を乗じて算出するものです｡
仮に､ 物価が安定し建築資材費や労務費などの建築費
用の上昇率が経過年数による減点補正率を下回るときは､
評価額は前年度より低くなります｡ 逆に建築費用の上昇
率が減点補正率を上回るときは､ 前年度より高くなりま
すが､ この場合は前年の価格に据え置かれることになり
ます｡ 12年度の評価替えでは､ 現行の評価基準 (再建築
費評点基準表) に現在の建築物価水準を反映したものと
して見直されました｡
この改訂された評価基準により再建築価格を求めます
と ｢木造でおおむね昭和52年以降建築の家屋､ 非木造で
おおむね昭和59年以降建築の家屋｣ は､ 前年度の評価額
を下回ることになります｡ なお､ 家屋はその種類や構造
によって減点補正率や過去の評価替え時の上昇率が異な
っているため､ 同じ建築年であっても評価額が下がる場
合と据え置きになる場合があります｡

� efgh�
都市計画税は､ 道路､ 公園､ 下水道などの整備に必要
な費用に充てるため､ 都市計画区域内のうち､ 市街化区
域内にある資産に課税される目的税です｡
�G�HC�土地：①都市計画税についても ｢住宅用地に係る課税
標準額の特例措置｣ が講じられています｡
・小規模住宅用地 (200㎡以下の住宅用地) …価格の1/3
・その他の住宅用地 (小規模住宅用地以外の住宅用地) …価格の2/3
②負担水準に応じて､ なだらかな税負担の調整措置が
講じられています｡
>LiA

(2)家屋：固定資産税の課税標準となるべき額です｡

�j%��

固定資産税において講じられている宅地の税負担の引
き下げ措置及び据え置き措置を市税条例に定めることに
より減額措置を講じています｡
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宇治市内の土地の実質負担水準の平均
(評価額に対する前年度課税標準額の割合)

小規模住宅用地 7.6％
その他の住宅用地 15.4％
商業地等 (非住宅用地) 42.7％

負担水準 負担調整率 負担水準 負担調整率
75％超過 75％まで引き下げ 20％以上 30％未満 1.075
60％以上 75％以下 1.00 10％以上 20％未満 1.10
40％以上 60％未満 1.025 10％未満 1.15
30％以上 40％未満 1.05

負担水準 負担調整率 負担水準 負担調整率
100％を超過 本則課税となり引き下げ 20％以上 30％未満 1.075
80％以上 100%未満 1.00 10％以上 20％未満 1.10
40％以上 80％未満 1.025 10％未満 1.15
30％以上 40％未満 1.05

��������	
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負担水準 負担調整率 負担水準 負担調整率
40％超過 1.025 10％以上 20%未満 1.10
30％以上 40%未満 1.05 10％未満 1.15
20％以上 30%未満 1.075

�������	
���gkQ

lQ@m負担調整措置が行われる場合…小規模住宅用
地の多くが､ 急激な負担増を緩和する負担調整措置に
より､ 徐々に本来の課税標準額に引き上げる経過措置
によって､ 税負担はなだらかに上昇します｡
小規模住宅用地155㎡､ 平成11年度税額22,400円の場合

平成９年度評価額 24,852千円
平成11年度評価額 23,528千円
平成11年度課税標準額 1,600千円(Ａ)
平成12年度評価額 22,587千円(Ｂ)

これを [式２]に当てはめると
負担水準(%)＝Ａ／(Ｂ×1/6)×100

＝(1,600千円／3,764.5千円)×100＝42.5(%)
※価格下落率(%)＝(24,852千円－22,587千円)/24,852千円×100＝9.1(%)
この土地は小規模住宅用地で [表2]の住宅用地の負

担水準表の40～80％にあたり､ 負担調整率は 1.025
(グラフ参照)となります｡ これで税額計算をしますと
1,600千円(A)×1.025×税率1.4%＝22,960円になりま
すが100円未満を切り捨てし､ 平成12年度税額は22,900
円で500円の増となります｡
lQNm著しい地価下落地の臨時的な税負担の据え置
き措置が行われる場合…継続した地価の下落傾向と商
業地等(非住宅用地)での大幅な地価の下落による税の
負担感に対応して､ 臨時的な税負担の据え置き措置が
行われます｡
商業地(非住宅)宅地304㎡､ 平成11年度税額834,800円の場合

平成９年度評価額 200,454千円(Ｃ)
平成11年度評価額 170,032千円
平成11年度課税標準額 59,630千円(Ｄ)
平成12年度評価額 132,217千円(Ｅ)

これを [式１]に当てはめると
負担水準(%)＝(Ｄ／Ｅ)×100
＝(59,630千円／132,217千円)×100＝45.1(%)

この土地は商業地等 (非住宅用地) の宅地ですので､
[表1]の商業地等 (非住宅用地) の負担水準表の40～
60％に該当し､ 負担調整率は1.025となります｡
これで税額計算をしますと､ 59,630千円(D)×1.025

×税率1.4%＝855,680円になりますが､ 価格下落率が､
著しい地価下落地の臨時的な税負担の据え置き措置を
行う場合に該当し､ 税額は11年度の額に据え置かれま
す｡
従って､ 12年度の税額は 834,800円となります｡

※①負担水準 ＝45％以上に該当
②価格下落率(%)＝[(Ｃ－Ｅ)／Ｃ]×100
＝[(200,454千円－132,217千円)/200,454千円]×100
＝34.0(%) (全国平均△12％以上に該当)
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nop…乳幼児から高校生 (府のほかの奨学金を受けている人を除く)
nqr%3�%8…乳幼児＝11,000円､ 小学生＝21,500円､ 中学生＝43,000

円､ 高校生＝64,000円､ 高校入学支度金＝35,000円
ns)tu…申請書を障害者母子福祉課か下表の母子福祉推進員に請求

し､ ５月中に同課へ届け出を｡ 随時､ 申請の受け付けをしますが､
支給対象は翌月分からになりますのでご注意ください｡ なお､ 申
請は毎年度必要です｡

������
��	
���
��������

�ÊËÌÍÎX»Ï	����0/3�



乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の

対
象
者
が
四
月
診
療
分
か
ら
、

入
院
の
み
四
歳
の
誕
生
月
末
日

(

一
日
生
ま
れ
の
人
は
前
月
末

宇 治 市 政 だ よ り( 3 ) 2000年 (平成12年) 4 月 1 日発行 第1237号

日)

ま
で
拡
大
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
一
部
負
担
金
は
一
医
療

機
関
ご
と
に
一
か
月
二
百
円
必

要
で
す
。
市
単
独
の
助
成
制
度

の
た
め
、
該
当
す
る
人
は
次
の

方
法
で
直
接
市
に
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

�
�

�
�

�
�

�
�

	



�
�

…
①
診
療
点
数
を
明
記
し
た
領

収
書(

高
額
療
養
費
を
申
請
し

た
人
は
そ
の
支
給
決
定
通
知
書)

、
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京
都
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内
は
現
行
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ま
の

受
給
者
証
で
受
診
で
き
ま
す
。

11年4月生まれのお子さん｡ 10日�までに広報課(�内線 2070)へ募
集

�� ������

���������� 	 広野町東裏

お母さんみたいに良いだんなさん
を見つけてね｡
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市市市役役役所所所へへへののの電電電話話話･･･郵郵郵便便便ははは�222222---333111444111 (((代代代表表表)))
〒〒〒666111111---888555000111 (((個個個別別別番番番号号号のののたたためめめ住住住所所所不不不要要要)))

問問問□□□ははは問問問いいい合合合わわわせせせ・・・申申申□□□ははは申申申ししし込込込みみみ
申申申□□□ののの書書書いいいててていいいななないいいももものののははは直直直接接接会会会場場場

へへへおおお越越越しししくくくだだださささいいい｡｡｡

情報
BOX

ツベルクリン
反応検査日 4/4� 4/18�

判定日
陰性者にＢＣＧ 4/6� 4/20�

区 分
毎月納付の場合 ４月28日までに
月額 年額 １年分前納の場合

定額保険料 13,300円 159,600円 155,750円

定額＋付加保険料 13,700円 164,400円 160,430円
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カムループス市友好都市盟約
締結10周年記念訪問団員
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相談あんない

■青少年相談 ðþb��ñ÷øôõ\ô�
üý�(¼2�����i���ö��

<2��Ï	óþ
þ2

■京都府交通事故相談 �b��ð
b��
ñò�ôõñ÷\ô�üý�ê�±�2�Îð	Îðóð2
■社会保険相談 �b�����(¼�

ð
b��üý�(¼�ñ÷�ôõ\ô2
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■暴力にかかわる困りごと相談 ùb��
ñò�ôõñ÷\ô�üý�ê�±�2�Îð	Îðóð2��������	�ä
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■法律相談 �����ñ÷øôúõù

ôú�Tiº���i2�ÎÏ	óþ���
��E�=2

■宇治青少年こころの電話 ����õ

���ñò�ôõñ÷�ô�����

�)�*LM�B#�2�Î�	óþóó2
�家庭児童相談 ����õ���ñò
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宇 治 市 政 だ よ り第1237号 2000年 (平成12年) 4 月 1 日発行 ( 4 )
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いずれも午後３時半～４時

(対 象) ３才以上でひとりで話が聞ける子供
(内 容) 手あそび､ 読み聞かせ､ 紙芝居など
(参加費) 無料

� � � %&��
� �	
 ":��

いずれも午後３時半～４時

(対 象) 子供から大人まで
(内 容) 主にストーリーテリング (素話)
(参加費) 無料

日 地 区 駐車時間 駐車場所

４日� 志津川 ð��óóõð��Ïó � � � � �

明星町 ð���óõð���ó � � 	 � � �

６日� 六地蔵 ðÏ��óõð��Îó ����i�ò

御蔵山 ð���óõð���ó j � ¸ ¿ 5 �

７日� 木 幡 ð��óóõð��Ïó � � � ( ¼ ò

13日� 大久保 ðÏ�Ïóõð��Ïó � � � i � ò

南陵町 ð��óóõð��óó ��������

14日� 福 角 ðÏ��óõð���ó ���º�����

三室戸 ð��ðóõð��óó ��e�����

18日� 開 ðÏ��óõð���ó b�ìàâ©�û�

広 野 ð��óóõð��óó a � � ¿ 5 �

20日� 西大久保 ðÏ�Ïóõð��Îó ûa��¿5�

平 盛 ð���óõð���ó � � ¿ 5 �

21日� 槇 島 ðÏ�Ïóõð��Ïó ���ðÎ�p ����©�

※ 吹 前 ð���óõð���ó � � ¿ 5 �

28日� 北槇島 ð��óóõð��Ïó � � � ¿ 5 �

��������	
城南衛生管理組合�075－631－5171 宇 治・志津川・白 川 大久保町

4/19 志津川､白川､金井戸 4/6･ 27 大久保町(｢久保(JR以東)｣除く)

◆
４
月
か
ら
し
尿
収
集
日
程
の
表
示
方
法
を
一
部
変
更
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
◆

4/20 乙方､山本､東内､又振､紅斉､山田 4/10･29 久保(JR以東)

※ 収集漏れは収集口側から確認し､ 4/21 蔭山 槇島町

翌日(土・日・祝日を除く)に同組合へ 4/10･29 蛇塚､弐番(府道以北)､池森､米阪､天神
4/11･20

一ノ坪､大町､島前､石橋(大川原線以西)

笠 取・炭 山
4/11､5/1

半白､戸ノ内､矢落(JR以北)､若森(JR以北) 五才田､一町田､月夜

4/19 笠取､池尾 樋ノ尻､里尻(JR以北)､小桜
4/12､5/2

大川原､中川原､吹前(市営住宅除く)､十六

4/7･ 28 炭山 4/13 野神､大谷､弐番(府道以南)､琵琶 十八､十一､二十四､三十五､千足､清水､目川

六地蔵

4/14

下居､善法､ 塔川､ 蓮華 4/13 落合､南落合

4/4･ 25 六地蔵(JR以西・以南) 妙楽(県神社御旅線以南 186番地～)
4/14

薗場､大幡､北内､門口､幡貫､郡

4/7･28 六地蔵(JR以東・以北) 壱番(県神社御旅線以南)､大谷一部(権現町) 石橋(大川原線以東)､吹前(市営住宅)

木 幡

4/17

妙楽(県神社御旅線以北 1～185番地) 小倉町

4/4･25 木幡(JR以西) 壱番(県神社御旅線以北)､宇文字 4/18 南浦(28番地～)

4/6･27 南山 矢落(JR以南)､若森(JR以南)､里尻(JR以南) 4/19 山際

4/7･28 木幡(JR以東､南山除く) 神 明・開 町・羽拍子町 4/11･20 春日森

五ケ庄 4/7･28 石塚(心華寺通以西)､羽拍子町 4/20 老ノ木､天王､久保､寺内

4/19

寺界道､古川､西田､北ノ庄､大林､芝ノ東(JR以西) 4/10･29 石塚(心華寺通以東)､宮北一部 4/21 西畑､中畑､西山(府道以東)､東山

野添､谷前､梅林､西浦(JR以西) 4/11､5/1 開町 4/3･24 南堀池(桜並木通り以東 52番地～)

新開(JR以西)､平野(JR以西)､折坂(JR以西) 4/12､5/2 宮北､宮西､宮東 4/4･25 南堀池(桜並木通り以西 1～51番地)､堀池

4/20
福角(JR以西)､日皆田､岡本､上村､大八木島 広野町 4/6･27 西山(府道以西)､神楽田(近鉄以東)

一里塚､戸ノ内
4/6･27

西裏(府道以南)､東裏(JR以西の府道以南) 4/13 新田島

4/4･25
折坂(JR以東)､福角(JR以東)､一番割､二番割 寺山(JR以西)､茶屋裏 4/17 蓮池､西浦､南浦(1～27番地)､神楽田(近鉄以西)

平野(JR以東)､新開(JR以東)

4/7･28

大開､小根尾､尖山一部(２番地､６番地) 伊勢田町・安田町

4/5･26 芝ノ東(JR以東)､広岡谷､西浦(JR以東)､三番割 一里山(府道以南)､丸山
4/4･19

遊田､砂田､毛語一部､井尻､中ノ田� 道 東裏(JR以東の府道以南) 名木､浮面､安田町

4/20 平町(京滋バイパス以北)､田中､荒槇､ 大垣内

4/10･29

西裏(府道以北)､桐生谷(JR以西) 4/4･25 南遊田

4/21

東隼上り､西隼上り､藪里､西中､東中､段ノ上 東裏(JR以西の府道以北)､寺山(JR以東)､宮谷
4/5･26

中山(近鉄以西)､毛語(府道以南)､南山

森本､出口､谷下り､中筋､河原､門前､大谷 尖山一部(４番地)､中島 ウトロ､中ノ荒､ 新中ノ荒

只川､妙見､池山､岡谷
4/11､5/1

一里山(府道以北)､東裏(JR以東の府道以北) 4/6･27 北山､毛語(府道以北)､若林

4/3･24 車田､丸山､平町(京滋バイパス以南) 桐生谷(JR以東) 4/7･28 中山(近鉄以東)､大谷

※ ｢槇島｣ ｢吹前｣ 地区の巡回日が､ 今月から
原則金曜日になります｡ ご注意ください｡

� �������	�
����

�

４月から一部地域で､ 次のとおり表示方法を変更します｡ ご注意ください｡

木 幡

内畑・西中・西浦・熊小路・北島・河原
中村(JR以西)・大瀬戸(JR以西)・南端(JR以西) �木幡(JR以西)
東中(JR以西)・正中(JR以西)・陣ノ内(JR以西)
南山(�)・南山(�) �南山
南山畑・北畠・檜尾・平尾・須留・金草原
御蔵山・畑山田・花揃・赤塚・北山畑・御園 �木幡(JR以東､南山除く)南端(JR以東)・中村(JR以東)・大瀬戸(JR以東)
東中(JR以東)・陣ノ内(JR以東)・正中(JR以東)

宇 治
妙楽 �妙楽(県神社御旅線以北､１～１85番地)・妙楽(県神社御旅線以南､１86番地～)
壱番 �壱番(県神社御旅線以北)・壱番(県神社御旅線以南)

広野町
西裏 �西裏(府道以北)・西裏(府道以南)
東裏(JR以西と府道以南) �東裏(JR以西の府道以南)・東裏(JR以東の府道以南)東裏(JR以西の府道以北)

大久保町
大久保町(近鉄以西) �大久保町(｢久保(JR以東)｣除く)大久保町(近鉄以東｢久保(JR以東)｣除く)

小倉町

南浦 �南浦(１～27番地)
南浦(28～33､80～98､100～110)・大京団地 �南浦(28番地～)
老ノ木(府道以北)・老ノ木(府道以南) �老ノ木
天王(府道以北)・天王(府道以南) �天王
西浦一部 �西浦
神楽田(山中含む) �神楽田(近鉄以東)
神楽田一部(近鉄以西) �神楽田(近鉄以西)
南堀池(本通り以北)・南堀池(本通り以南) �南堀池(桜並木通り以東､52番地～)南堀池(桜並木通り以西､１～51番地)
南堀池(大和32～36)・南堀池(大和)
南堀池(田中､大和一部西２号通り以北)


